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HITAC L-340システム

HITAC L-340システムは,HITAC

Lシリーズの最上位機種として,分散

処理システムへの適用性と上位機種で

あるHITAC Mシリーズとの互換性に

重点をおいて開発した中形コンピュー

タシステムである(図1)｡

システム･プログラムとしては,仮

想記憶方式を採用したVOSl-S(Vir-

tualOperating Systeml-S)が使わ

れ,外部記憶装置,入出力装置として

HITAC Mシリーズと共通の高惟能な

装置のほかに,新しく開発された経済

性の高い装置が接続できる｡
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図I HITAC+-340

l.主な特長

(1)優れた処理能力

主記憶装置に16kビット/チップの

MOSICメモリを使用するなど,最新

のハードウェア技術の採用により,価

格･性能比の向_Lを図っている｡

(2)システム建設の容易性

業務処理プログラムは,バッチ処理,

オンライン処三哩とも簡易言語"NHELP'■

(New HitachiEffective Library

for Programming)により作成でき,

システム建設期間を大幅に短縮できる｡

表l 処理装置の仕様

(3)充実したネットワーク機能

HITAC Mシリーズとオンライン接

続し,リアルタイム･データ交換,フ

ァイル･データのバッチ伝送,リモ【

卜･バッチ処理など充実した分散処理

ネットワークが構成できる｡

(4)移行の容易性

HITAC 8150からの移行に対し,エ

ミュレータ,ファイル･コンバータなど,

種々の移行ツールが用意されている｡

2.処理装置の仕様

表1に処理装置の主な仕様を示す｡

(日立製作所 コンピュータ事業本部)

項 目 仕 様

主記憶装置
記憶容量 最大512KB

素 子 16kビット/チップMOSICメモリ

コンソーノレ

表示文字数 2′080字

文字種

●バイトマルチプレクサ･

●ディスク制御機構●

lI2種

チャネル

内蔵入出力

制御携構
】

ヤネル ●-7ロックマルチプレクサ･チャネル

フロッピディスク制御機構

●低速入出力制御機補●ビデオデータターミナル制御機構

●通信制御機構

HITAC L-330システム

最近,中′ト事業所で,事務の合理化

及び経営の効率化を図るため,計算機

を分散配置してこれに対処する方法を

とるようになってきた｡HITAC L-330

システムは,この目的に合った分散コ

ンピュータシステムである｡このシス

テムは,事業所間をネットワ【クで結

び統合管王里を答易に行なえるようネッ

鵠

区= HITAC L-330
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表I H什AC L-330システムの主な仕様

項 目 声 仕 様 項 目 仕 様

処

理

装

置

周

辺

装

置

+一330/5

メモリ:32～256KB

ディスク:8.8～71MB

入出力装置接プ院数:7
ソ

フ

卜

ウ

エ

ア

音 量石二

簡易言語``NHELP-'

拡張RPG

COBO+

FORTRAN

L-330/6

ラインプリンタ

メモリ:32～256KB

ディスク:100～400MB

入出力装置接続数:15

75～l.000行/分

l′920字/画面

DB/DC

簡易オンライン(CUTE)

バッチ伝送(FIT)

データベース(PDM)ビデオデータターミナル

フロッピディスク 243KB/枚～l,2MB/枚

トワーク機能も充実している｡HITAC

MシリーズあるいはHITAC Lシリー

ズと階層的に構成したシステムの--一員

として用いられる(図1)｡

1.主な特長

(1)簡易言語"NHELP''によりプログ

ラム作成の労力を抜本的に軽減

(2)簡易オンラインCUTEにより,各

種端末を容易に分散配置が可能

(3)ワンタッチで操作可能

(4)HITAC Lシリーズ,同Mシリー

ズと共通思想で構成

(5)ネットワーク機能が充実

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 コンピュータ事業本部)
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ミニコンピュータHITAClOII/L

HITAClOII/Lは, これまでの

HITAClOII/A(以下,H-10ⅠⅠ/A

と略す)の一大特長である使いやすさ

を基盤として,LSI,ROM,ICメ

モリの殻新技術を導人し,コストパー

フォーマンス,デバッグ機能,保守性

及び信頼性についていっそう充実を図

った汎用性豊富なミニコンピュータで

ある｡特に,OEMニーズにこたえ,

処理装置内の諸機能設定(割込レベル,

IPLなど)がユーザーサイドで答場に

行なえるよう設計上配慮してある(図1)｡

1.主な特長

(1)インタフェース,ソフトウェア共

H-10ⅠⅠ/Aと互換性をもたせた｡

図t ミニコンピュータH=‾AC10ⅠⅠ/L

(2)LSI,ROMによるマ

イクロプログラム方式を手采

用し,DMA,乗除算,

IPLなどの諸機能を基本構

成に組み人れ,実装を単純

化し,コストパーフォーマ

ンスを向上させた｡

(3)アドレスストソプの機

能を付加し,プログラムの

デバッグ効率を向上させた｡

(4)ロギング･メモリ･ア

ドレスレジスタを付加し,

パリティエラーの発生した

ロケーションを保持するこ

とにより,エラー分析を容

易にした｡

(5)ICメモリにより,井本

命令実行時問を短縮化した

(1.8〝S･→1.5JJS)｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す亡)

(F‾】立製作所

コンピュータ事業本部)

表I HITAC10ⅠⅠ/L処理装置の主な仕様

区 分 項 目 仕 様

記 憶 部

善玉
長 16ビット十2パリティピット

磁気コア/lCメモリ

650ns/語,400ns/語

8k語～32k語

記 憶 素 子

サイクルタイム

記 憶 容 量

増 設 単 位 8k語/16k語

記 憶 保 護 標準装備

2イ固
レジスタ構成

演算･制御部

演算 レ ジ ス タ

インディツクスレジスタ =固(演算レジスタ兼用)

マイクロプログラム方式制 御 方 式

命 令 語 長 16ビット

命 令 数 31種

ア ド レ ス 方式
■lアドレス･ページ方式

(引2語/ページ)

アドレス演算;去

加減算速度

直接,間接,インデキシ

ング

l.8/JS(コア),l.5J`S(lC)

乗算/除算速度 6.8JJS/了.4J∠S

入出力制御部

割 込 レ ベ ル
】(オプションにて4レ

一くル)

プログラムバス/DMAバス入出力ノヾス構成

テr
一

夕 ノヾ ス 名･16ピット

データ転送速度 MAX.850k語/秒(DMA)

その他諸機能

●lPし機能 ●DMA機能

●自動再スタート機能 ●タイプライタ制御

機能 ●テープ読取機制御機能

付加制御機構

●タイマ機能 ●割込拡張機能(lレベルー

4レベル) ●テープせん孔機制御機能

●仮名付きタイプライタ制御機能
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■小特集:パケット交換システム

パケット交模の特徴とその動向

DDXパケット交枚機のハートウエア

DDXパケット交換械のソフト｢7エア

コンピュータネットワ〉クにおけるパケット交換の役割

企業内通信網絹日立パケ･ソト交授システムーーHIPA-NET■'

日立パケソト交授システムいHIPA-NET■'用フ7,クシミリ端末

■一般論文

満エネルギ【物理学研究所ド小叩揚‾r-シンクロトロン主電磁石電源制御装‾置

電力用構内光伝送システムの開発

SF6カ､､スしゃ断器収納メタルクラ･ソト配電盤

日立トンネル授与ミ設備

軌道輸送システム相計il和文計サポートシステム"TRANSPLAN'1

制御川マイクロコンビュー1タHIDIC O8E

セミプレハブ形管路気申送電線の開発
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